
科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-S4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．についての様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．知識と理解度をレポートにて評価する．と理解度をレポートにて評価する．理解度をレポートにて評価する．をレポートにて評価する．レポートにて評価する．にて評価する．する．

3 都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．分野の職能についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．職能についての知識と理解度をレポートにて評価する．についての様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．知識と理解度をレポートにて評価する．と理解度をレポートにて評価する．理解度をレポートにて評価する．をレポートにて評価する．レポートにて評価する．にて評価する．する．

4 論理的な思考と報告書の作成能力をレポートにて評価する．な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．思考と報告書の作成能力をレポートにて評価する．と理解度をレポートにて評価する．報告書の作成能力をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．作成能についての知識と理解度をレポートにて評価する．力をレポートにて評価する．をレポートにて評価する．レポートにて評価する．にて評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．科専門科目全般，卒業研究

レポートにて評価する．点には，講義時のディスカッションの内容を反映させる回がある．には，講義時のディスカッションの内容を反映させる回がある．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．ディスカッションの内容を反映させる回がある．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．内容を反映させる回がある．をレポートにて評価する．反映させる回がある．させる回がある．がある．

神戸市立工業高等専門学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．校 2020年度をレポートにて評価する．シラバス

都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．概論 (An Intoroduction to civil engineering)

水越 睦視 教授, 伊原 茂 教授, 鳥居 宣之 教授, 柿木 哲哉 教授, 上中 宏二郎 教授, 宇野の職能についての知識と理解度をレポートにて評価する． 宏司 教授, 高科 豊 准教授, 
野の職能についての知識と理解度をレポートにて評価する．並 賢 准教授, 田島 喜美恵 准教授, 小塚 みすず 准教授

都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．科・1年・前期・必修・1単位 ( 学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本講義では，1年生に向けて都市工学の分野の様々な取り組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムに向けて都市工学の分野の様々な取り組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムけて都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．分野の職能についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．取り組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムり組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムみや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム理論をレポートにて評価する．概説するために，都市工学科の全教員によるオムするために，都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．科の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．全教員によるオムによるオム
ニバス形式の講義を行う．講義を通して，市民の生活に密接にかかわる都市工学の技術の射程とその社会的意義，およびの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．講義をレポートにて評価する．行う．講義を通して，市民の生活に密接にかかわる都市工学の技術の射程とその社会的意義，およびう．講義をレポートにて評価する．通して，市民の生活に密接にかかわる都市工学の技術の射程とその社会的意義，およびして，市民の生活に密接にかかわる都市工学の技術の射程とその社会的意義，およびの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．生に向けて都市工学の分野の様々な取り組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム活に密接にかかわる都市工学の技術の射程とその社会的意義，およびに密接にかかわる都市工学の技術の射程とその社会的意義，およびにかかわる都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．射程とその社会的意義，およびと理解度をレポートにて評価する．その様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．社会的な思考と報告書の作成能力をレポートにて評価する．意義，および
都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．分野の職能についての知識と理解度をレポートにて評価する．における職能についての知識と理解度をレポートにて評価する．について理解をレポートにて評価する．深める．める．

【A4-S4】都市工学の範疇に含まれる多様な社会・自然現象について説明都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．範疇に含まれる多様な社会・自然現象について説明に含まれる多様な社会・自然現象について説明まれる多様な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．社会・自然現象について説明について説するために，都市工学科の全教員によるオム明
できる．

現代における都市工学技術の射程についての理解度をレポートにて評価するにおける都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．射程とその社会的意義，およびについての様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．理解度をレポートにて評価する．をレポートにて評価する．レポートにて評価する．にて評価する．する
．

【A4-S4】都市工学の範疇に含まれる多様な社会・自然現象について説明都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．で取り組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムり組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム扱う様々な技術の概要を説明できる．う様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．概要を説明できる．をレポートにて評価する．説するために，都市工学科の全教員によるオム明できる．

【A4-S4】都市工学の範疇に含まれる多様な社会・自然現象について説明都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．分野の職能についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．職能についての知識と理解度をレポートにて評価する．について説するために，都市工学科の全教員によるオム明できる．

【A4-S4】都市工学の範疇に含まれる多様な社会・自然現象について説明講義概要を説明できる．をレポートにて評価する．まと理解度をレポートにて評価する．め，内容を反映させる回がある．に対する自身の意見・考えをレポートとしする自身の意見・考えをレポートとしの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．意見・考と報告書の作成能力をレポートにて評価する．えをレポートにて評価する．レポートにて評価する．と理解度をレポートにて評価する．し
てまと理解度をレポートにて評価する．めること理解度をレポートにて評価する．ができる．

成績は，レポートは，レポートにて評価する．100%　と理解度をレポートにて評価する．して評価する．する．成績は，レポートは各回がある．に担当教員によるオムから課されるレポートの平均点とする．総合評価は課されるレポートの平均点とする．総合評価はされるレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．平均点には，講義時のディスカッションの内容を反映させる回がある．と理解度をレポートにて評価する．する．総合評価する．は100
点には，講義時のディスカッションの内容を反映させる回がある．満点には，講義時のディスカッションの内容を反映させる回がある．で60点には，講義時のディスカッションの内容を反映させる回がある．以上をレポートにて評価する．合格とする．なお，提出期限が守られなかった課題は評価しない．また，未提出の課題がある場合にと理解度をレポートにて評価する．する．な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．お，提出期限が守られなかった課題は評価しない．また，未提出の課題がある場合にが守られなかった課題は評価しない．また，未提出の課題がある場合にら課されるレポートの平均点とする．総合評価はれな技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．かった課されるレポートの平均点とする．総合評価は題は評価しない．また，未提出の課題がある場合には評価する．しな技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．い．また，未提出の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．課されるレポートの平均点とする．総合評価は題は評価しない．また，未提出の課題がある場合にがある場合に
は成績は，レポートをレポートにて評価する．評価する．しな技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．い．

「都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．概論」：神戸市立工業高等専門学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．校　都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．科
講義時のディスカッションの内容を反映させる回がある．に配付配付するプリンの内容を反映させる回がある．トにて評価する．

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（都市工学概論）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．と理解度をレポートにて評価する．は

2 都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．で扱う様々な技術の概要を説明できる．う材料と診断と理解度をレポートにて評価する．診断 石材，鉄などの都市工学で扱う材料とコンクリ－ト診断技術を概観する．な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．どの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．で扱う様々な技術の概要を説明できる．う材料と診断と理解度をレポートにて評価する．コンの内容を反映させる回がある．クリ－トにて評価する．診断技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．をレポートにて評価する．概観する．する．

3 多様化するコンクリートするコンの内容を反映させる回がある．クリートにて評価する．

4 構造物を支える地盤と地下水とのかかわりをレポートにて評価する．支える地盤と地下水とのかかわりえる地盤と地下水とのかかわりと理解度をレポートにて評価する．地下水と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．かかわり組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム 構造物を支える地盤と地下水とのかかわり，あるいは都市その様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．もの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．をレポートにて評価する．支える地盤と地下水とのかかわりえる地盤と地下水とのかかわりの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．性質と地下水とのかかわりについて概観する．と理解度をレポートにて評価する．地下水と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．かかわり組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムについて概観する．する．

5 地盤と地下水とのかかわり災害から人びとを護るから課されるレポートの平均点とする．総合評価は人びとを護るびと理解度をレポートにて評価する．をレポートにて評価する．護るる 土砂崩れや液状化などの地盤災害のメカニズムとその対策について概観する．れや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム液状化するコンクリートな技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．どの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．地盤と地下水とのかかわり災害から人びとを護るの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．メカニズムと理解度をレポートにて評価する．その様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．対する自身の意見・考えをレポートとし策について概観する．について概観する．する．

6 河川と人びとの暮らしと理解度をレポートにて評価する．人びとを護るびと理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．暮らしら課されるレポートの平均点とする．総合評価はし 河川と人びとの暮らしと理解度をレポートにて評価する．人びとを護る間社会の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．かかわり組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムについての様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．歴史的な思考と報告書の作成能力をレポートにて評価する．経緯や河川環境整備のための技術について概観する．や理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム河川と人びとの暮らし環境整備のための技術について概観する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．ための様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．について概観する．する．

7 環境と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．調和をめざした土木技術をレポートにて評価する．めざした土木技術についての知識と理解度をレポートにて評価する． 都市の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．温暖化するコンクリートや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム水質と地下水とのかかわりについて概観する．問題は評価しない．また，未提出の課題がある場合にな技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．どをレポートにて評価する．含まれる多様な社会・自然現象について説明んだ人間を取り巻く「環境」と都市工学のかかわりについて概観する．人びとを護る間をレポートにて評価する．取り組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムり組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム巻く「環境」と都市工学のかかわりについて概観する．く「環境」と理解度をレポートにて評価する．都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．かかわり組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムについて概観する．する．

8 木造構造物を支える地盤と地下水とのかかわり，鉄などの都市工学で扱う材料とコンクリ－ト診断技術を概観する．筋コンクリート構造物および鋼・コンクリート構造物の概要とそれらの建設技術について概観する．コンの内容を反映させる回がある．クリートにて評価する．構造物を支える地盤と地下水とのかかわりおよび鋼・コンの内容を反映させる回がある．クリートにて評価する．構造物を支える地盤と地下水とのかかわりの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．概要を説明できる．と理解度をレポートにて評価する．それら課されるレポートの平均点とする．総合評価はの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．建設技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．について概観する．する．

9 橋梁を中心とした鋼構造物の概要と建設技術について概観する．をレポートにて評価する．中心とした鋼構造物の概要と建設技術について概観する．と理解度をレポートにて評価する．した鋼構造物を支える地盤と地下水とのかかわりの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．概要を説明できる．と理解度をレポートにて評価する．建設技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．について概観する．する．

10 都市と理解度をレポートにて評価する．交通して，市民の生活に密接にかかわる都市工学の技術の射程とその社会的意義，および 鉄などの都市工学で扱う材料とコンクリ－ト診断技術を概観する．道や道路などの交通インフラの整備，および景観形成などを含んだ都市計画の枠組みについて概観する．や理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム道や道路などの交通インフラの整備，および景観形成などを含んだ都市計画の枠組みについて概観する．路などの交通インフラの整備，および景観形成などを含んだ都市計画の枠組みについて概観する．な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．どの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．交通して，市民の生活に密接にかかわる都市工学の技術の射程とその社会的意義，およびインの内容を反映させる回がある．フラの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．整備のための技術について概観する．，および景観する．形成な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．どをレポートにて評価する．含まれる多様な社会・自然現象について説明んだ人間を取り巻く「環境」と都市工学のかかわりについて概観する．都市計画の枠組みについて概観する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．枠組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムみについて概観する．する．

11 建築構造物を支える地盤と地下水とのかかわりと理解度をレポートにて評価する．人びとを護るびと理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．暮らしら課されるレポートの平均点とする．総合評価はし 人びとを護る間の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．「住まい」としての建築の意味と建築計画の考え方について概観する．まい」と理解度をレポートにて評価する．しての様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．建築の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．意味と建築計画の考え方について概観する．と理解度をレポートにて評価する．建築計画の枠組みについて概観する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．考と報告書の作成能力をレポートにて評価する．え方について概観する．について概観する．する．

12 まちの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．風景をレポートにて評価する．つくる技術についての知識と理解度をレポートにて評価する． まちづくり組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム，都市デザインの内容を反映させる回がある．，コミュニティデザインの内容を反映させる回がある．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．的な思考と報告書の作成能力をレポートにて評価する．・社会的な思考と報告書の作成能力をレポートにて評価する．技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．について，日本各地における取り組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムり組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオム組みや理論を概説するために，都市工学科の全教員によるオムみをレポートにて評価する．ふまえて概観する．する．

13 現場見学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．

14 現場見学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．

15 卒業後の進路と職業選択についての様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．進路などの交通インフラの整備，および景観形成などを含んだ都市計画の枠組みについて概観する．と理解度をレポートにて評価する．職業選択についてについて
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中間試験および定期試験は実施しない．および定期試験および定期試験は実施しない．は実施しない．しな技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．い．

市民の生活に密接にかかわる都市工学の技術の射程とその社会的意義，およびの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．(Civil Engineering)と理解度をレポートにて評価する．しての様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．都市工学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．歴史的な思考と報告書の作成能力をレポートにて評価する．経緯や河川環境整備のための技術について概観する．と理解度をレポートにて評価する．技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．発展について概観する．について概観する．する．

コンの内容を反映させる回がある．クリートにて評価する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．基本と理解度をレポートにて評価する．JISで規定されている以外の様々な要求にこたえる特殊コンクリートについて概観する．の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．要を説明できる．求にこたえる特殊コンクリートについて概観する．にこたえる特殊コンクリートについて概観する．コンの内容を反映させる回がある．クリートにて評価する．について概観する．する．

暮らしら課されるレポートの平均点とする．総合評価はしをレポートにて評価する．支える地盤と地下水とのかかわりえる土木・建築構造物を支える地盤と地下水とのかかわり(コンの内容を反映させる回がある．クリートにて評価する．構造物を支える地盤と地下水とのかかわり，複合構造物を支える地盤と地下水とのかかわり，木
造構造物を支える地盤と地下水とのかかわり)

暮らしら課されるレポートの平均点とする．総合評価はしをレポートにて評価する．支える地盤と地下水とのかかわりえる土木構造物を支える地盤と地下水とのかかわり(鋼構造物を支える地盤と地下水とのかかわり)

建設・建築工事，あるいは都市開発な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．どの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．現場をレポートにて評価する．見学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．し，報告書の作成能力をレポートにて評価する．をレポートにて評価する．作成する．（14週目分と理解度をレポートにて評価する．あわせて実施しない．する）

建設・建築工事，あるいは都市開発な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．どの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．現場をレポートにて評価する．見学の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．し，報告書の作成能力をレポートにて評価する．をレポートにて評価する．作成する．（13週目分と理解度をレポートにて評価する．あわせて実施しない．する）

本授業の様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．内容を反映させる回がある．をレポートにて評価する．総括しながら，「卒業後の進路と職業選択」について講義する．将来，社会に出て技術者として活躍するために，本しな技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．がら課されるレポートの平均点とする．総合評価は，「卒業後の進路と職業選択についての様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．進路などの交通インフラの整備，および景観形成などを含んだ都市計画の枠組みについて概観する．と理解度をレポートにて評価する．職業選択について」について講義する．将来，社会に出て技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．者として活躍するために，本と理解度をレポートにて評価する．して活に密接にかかわる都市工学の技術の射程とその社会的意義，および躍するために，本するために，本
科5年間でどの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．ような技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．力をレポートにて評価する．をレポートにて評価する．身の意見・考えをレポートとしにつける必要を説明できる．があるの様々な技術についての知識と理解度をレポートにて評価する．かをレポートにて評価する．考と報告書の作成能力をレポートにて評価する．える．
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